
【ご参考】 

 

「2015 年新春メッセージ」のご案内 
 

拝啓 時下ますますご清祥のこととお慶び申し上げます。 

日頃は、何かとご高配に預かり厚く御礼申し上げます。 

 

さて、2015 年 1 月 5 日に当社会長の永山 治より全社員に向けて発信いたします「新春

メッセージ」草案からの抜粋をご案内いたします。 

 

ご高承の上、今後ともよろしくお願い申し上げます。 

敬具 

 

2014 年 12 月 25 日 

 

中外製薬株式会社 

広報 IR 部長 

内田 誠彦 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



新春メッセージ 
 

中期経営計画『ACCEL 15』の最終年度として、 
「トップ製薬企業を目指して、さらに力強く前進する年」 

 

代表取締役会長 最高経営責任者 

永山 治 

 

明けましておめでとうございます。 

 

 2014 年は、国内では 4 月に薬価改定が行われ、また、長期収載品の後発品への切り換え促

進策の強化など、製薬業界に大きな影響の波が到来しました。海外でも、各社が注力する分

野への集中を目指した事業再編が行われるなど、厳しい経営環境の中で生き残りをかけた動

きが進んでいます。昨年は、国内外ともに継続的に革新を続ける企業が勝ち残れることが明

確になった一年でした。 

 

昨年、当社は国内で 4 月に「カドサイラ®」、9 月に「アレセンサ®」を発売しました。とり

わけ自社創製の低分子医薬品の「アレセンサ®」は、着想からわずか 7 年で上市したことは素

晴らしい成果です。これは、研究から営業まで各機能の連携による高い総合力がなければ実

現できず、企業の総合力という点においても、我々が目指すトップ製薬企業に着実に近づい

ていることを実感しています。研究開発においては、当社の誇る抗体改変技術を用いて創製

した血友病 A 治療薬「ACE910」が大きな注目を集めました。全く新しい作用メカニズムに

加え、今までにない効果と利便性が示唆され、開発早期で導入を決定したロシュ社も高い期

待を寄せています。「ACE910」をはじめとする当社のグローバルプロジェクトの開発スピー

ドをさらに加速し価値最大化に導くことが、今後数年間の重要な挑戦になります。 

 

ご案内のとおり、中期経営計画「ACCEL 15」は四つの重要変革テーマの下、トップ製薬

企業像の早期実現に向け、力強く「加速」して行こうというものです。2015 年は「ACCEL 

15」の最終年度です。2013 年のスタート以来、「革新」と「加速」をキーワードに改革を意

欲的に進めており、その集大成となる年です。各機能が進化させた強みを持ち、またその強

みを連鎖させ、全てのステークホルダーに対し価値を提供するというアウトプットに拘りを

もって活動する 1 年にしていきます。さらに、トップ製薬企業像の実現に向けて必要となる

投資も行います。 

 

なお、本年は当社の創業 90 周年にあたります。これまでの歴史を振り返ると、「誰も通ら

なかった道」を進み、未来を切り開いてきたことがわかります。これからも、リスクを恐れ

ずに革新の歴史を重ね、「すべての革新は患者さんのために」という事業哲学のもと、市場に

全く新しい価値を提供する存在であり続けられるよう、邁進して行きます。 

 

「創造で、想像を超える。」中外製薬 

以 上 


